
２２００１１７７年年度度秋秋 同同志志社社大大学学・・早早稲稲田田大大学学 学学部部交交流流学学生生募募集集要要項項

同志社大学・早稲田大学間の学部学生交流制度に基づき、2017 年度秋学期同志社大学への派遣

生の募集を行います。

以下の事項をよく確認のうえ、必要書類を各所属学部事務所へ提出してください。

１．趣 旨

本制度は、同志社大学の創始者である新島襄と、早稲田大学創始者・大隈重信に親交があっ

たことに由来します。

大隈は、東京専門学校の創立準備中に新島と知り合い、新島の同志社大学設立運動に共感し、

設立募金運動に尽力します。また、京都へ行った際には必ず同志社に立ち寄ったといわれます。

新島は同志社設立運動中の明治 23 年(1890 年)46 才の若さで亡くなりますが、没後、新島の

門下生である大西祝、浮田和民、安部磯雄らが本学教員となり、早稲田の発展に寄与します。

大西は、哲学・倫理学・心理学・美学などを担当し、文学部の基礎を築きました。浮田は政治

学を講義し、早稲田における政治学の基礎を作った人物です。また、安部は野球部初代部長に

就き、早慶戦の糸口を作るなど、当時日本に伝えられて日の浅い野球の普及・発展に力を注ぎ

ました。なにより、新島の教えを学んだ門下生達により、リベラルな学風が同志社から移植さ

れ、現在に至る早稲田大学の学風を構築したといわれます。

以来、同志社大学と早稲田大学は、異なる校風を持ちながら我が国屈指の私立大学として、

共に 100 年以上の間、日本の私学教育の中心を担ってきました。また、両大学はさまざまな交

流を行い、今日の両大学の発展に寄与しあう間柄となっています。

このような経緯から、学部学生交流制度（交換留学）は平成 9 年(1997 年)に開始され、以来、

両大学で約 300 名超の学生が本制度による「学部交流学生」として双方の大学で学んできまし

た。

よって本制度は、同志社大学と早稲田大学における交流の歴史の一環ともいえます。

２．概 要

(1)同志社大学に学部交流学生として 2017 年 9 月 21 日から翌年 3 月 31 日まで半年間在籍し、

授業科目の履修および単位の修得ができます。

(2)同志社大学で修得した単位は、所属学部が認める範囲内において単位に認定されます。ただし、

修得した単位の取扱いは、学部により異なりますので、応募にあたっては同志社大学での

希望学部、履修予定科目等について所属学部事務所で事前に相談してください。

(3)履修できる授業科目の範囲、修得できる単位数、履修方法および成績評価等は、原則として

同志社大学の正規学生と同様の取扱いとなります。

３．募集人数・受入学部

(1)全学部で 5～10 名

(2)同志社大学の神学部、文学部、社会学部、法学部、経済学部、商学部、政策学部、文化情

報学部、理工学部、生命医科学部、スポーツ健康科学部、心理学部、グローバル・コミュニケ

ーション学部、グローバル地域文化学部、国際教育インスティテュート（ILA）を対象とします。

＜国際教育インスティテュートの受入制限＞

授業は全て英語により行われます。

出願時には下記いずれかの英語スコアを有することが条件となります。

・TOEFL iBT ® 85 or above

・IELTS Academic Module 6.5 or above



４．応募資格
2017 年 9 月 21 日現在で、2 年生以上の学部学生

５．応募方法
(1)受付期間 2017 年 4 月 7 日（金）～2017 年 4 月 21 日（金）

(2)受付場所 所属学部事務所

(3)提出書類 願書（様式①） 保証人の同意書（様式②）

※所定様式はグローバルエデュケーションセンターWeb サイトよりダウンロード可能。また、

学部事務所で配付しています。

６．選 考
所属学部で、学部推薦者を選考し、その後、大学全体としての派遣候補学生を決定

します。学部における選考日、推薦結果発表日等は各学部にお問合せください。

・学部 推薦者決定 2017 年 5 月中旬～下旬

・大学 派遣候補学生の決定 2017 年 5 月下旬

・同志社大学側受入決定（最終決定） 2017 年 6 月下旬（予定）

７．経 費（重要）

(1)通常どおり早稲田大学の学費を納入してください。

ただし、延長生が参加する場合の授業料等は、当該学部・当該年度の４年度生が支払う金額と同額とな

りますので注意してください。

(2)同志社大学の学費は免除となります。また、授業科目ごとに徴収する実験実習料等の実費は、

自己負担となります。

(3)宿舎、その他の経費は自己負担となります。（宿舎を希望する場合は同志社大学学生支援セ

ンター今出川校地学生生活課が窓口となります。）派遣決定後の辞退は原則としてできませ

ん。出願前に必要な経済的支援が受けられるかどうか保証人等とよく相談してください。

８．その他

履修希望科目等については、同志社大学 Web シラバス（http://syllabus.doshisha.ac.jp/）

にて情報を参照し、所属学部事務所で事前に相談した上で、願書に記入してください。同志

社大学学部履修要項を確認する場合は、ポータルオフィス（早稲田キャンパス７号館 1 階）・

理工センター教学支援課（西早稲田キャンパス 51 号館 1 階）・所沢総合事務センター（所沢

キャンパス 100 号館 4 階）で閲覧することができます。

＜個人情報の取り扱いについて＞

○応募書類に記載された個人情報は本交流学生制度に関する処理において早稲田大学から同志社大

学へと提供し、交流学生制度の範囲内においてのみ利用致します。その他、統計値が必要となる

場合に利用することもありますが、その場合は個人を識別・特定できない形態で使用します。

○個人情報は目的の範囲内で利用するとともに適切な方法で管理し、第三者への目的外での開示・

提供は「法令の定めがあるとき」または「本人の同意があるとき」のみに限ります。

以 上


